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 全国川ごみネットワークが実施す

る、河川や海、湖沼や用水路などの水

辺の３種類のゴミ（ペットボトル、レジ

袋、カップ型飲料容器）の調査への参

加を始めました。調査対象のゴミを分

別して集めて、個数を数えて報告して

います。 

調査はまだまだ参加者募集中で

す。個人でも、1 回の調査から参加で

きます。期間は 2023 年 11 月 30 日

（木）まで。詳細は全国川ごみネットワ

ークのホームページをご覧ください。 

  

(左)河川敷

に不法投棄

されたごみ 

 

(右)ごみ撤

去後 

会場にはたくさんのアート作品が 

 

H  

は じ め の １ 年 を 終 え て 

「羽田ふるさと再生プロジェクト」（以下プロジェクト)は 2022.5/15 からスタート

しました(プロジェクトのみの本格スタートは 2022 年度の定例観察会終了後

10/9 から）。1 回のゴミ回収量はその時の参加者数にもよりますが、平均 120

㎏、多い時は 200kg にもなりました。プロジェクト開始以前から観察会終了後は

自然への敬意と感謝をこめて干潟エリアのゴミを集めていましたが、ゴミ回収量

は年間 250kg 位でした。プロジェクトではゴミ回収のみに集中して取り組むこと

で、1 回で観察会の約半年分の量が集まりました。 

多くのゴミを集める事で達成感も感じる事ができますが、ゴミの仮置きに使用

している倉庫が一杯になり、行政が回収してくれるまでの保管場所に苦慮する

事になりました。土手や干潟の近くに仮置き場を作ると、新たな不法投棄をまね

く事にもなりかねません。大田区や蒲田清掃事務所、羽田の町会の町会長さん

にも現地視察に来てもらい、最終的には国土交通省京浜河川事務所のご協力

を得て、それまで集めたゴミとブルーテント廃屋も含むプロジェクト対象エリア内の

約 110 ㎡のゴミを 2023.2/10 から約 12 日間かけて回収してもらいました。し

かし、まだまだ「子供たちが裸足で遊べる干潟」は、遥か遠い”夢物語”と言える

現状です。 

大師橋干潟のゴミを減らし、多摩川のゴミを減らし、東京湾のゴミを減らし、そ

していつの日かきれいな海を取り戻すことができるよう、これからも多摩川を愛

する多くの皆様のお力添えをお願いしたいと思います。（N) 

みんなでつくる！「多摩川の未来の風景」 


